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本
の
紹
介

吉
村
智
博
著

『
か
く
れ
ス
ポ
ッ
ト
大
阪
』

今

西

一

(
大
阪
大
学
招
へ
い
教
世
間
・
小
樽
商
科
大
学
名
誉
教
慢
〉

私
は
こ
こ
玉
、
六
年
前
か
ら
ロ
シ
ア

極
東
、
韓
国
、
中
園
、
台
湾
な
ど
、
東

ア
ジ
ア
の
各
国
を
訪
れ
る
機
会
が
、
特

に
多
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
確
実
に
言
え

る
こ
と
は
、
日
本
を
含
め
て
各
国
と
も
、

貧
富
の
所
得
格
差
が
、
戦
後
最
大
に
な
っ

て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
日

本
で
も
六

0
年
代
以
降
の
高
度
経
済
成

長
は
、
も
ち
ろ
ん
エ
ネ
ル
、
キ

l
政
策
の

転
換
な
ど
に
よ
っ
て
新
し
い
「
貧
困
層
」

を
創
り
だ
し
て
い
っ
た
側
面
は
あ
っ
た

が
、
全
体
と
し
て
八

0
年
代
ま
で
所
得

格
差
は
縮
ま
っ
て
い
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

九
0
年
代
の
グ
ロ

l
パ
リ
ゼ

l
シ
ヨ
ン

以
降
、
急
速
に
所
得
格
差
は
拡
大
し
、

戦
後
最
大
に
な
っ
て
い
る
。
グ
ロ

l
パ

リ
ゼ

l
シ
ヨ
ン
は
、
「
新
し
い
植
民
地

主
義
」
だ
と
喝
破
し
た
西
川
長
夫
氏
の

遺
言
は
当
た
っ
て
い
る
(
『
植
民
地
主
義

の
時
代
を
生
き
て
』
平
凡
社
、
二
O
二
二
年
)
。

だ
が
最
近
の
台
湾
の
中
国
と
の
「
サ
ー

ビ
ス
貿
易
協
定
」
に
反
対
す
る
学
生
デ

モ
な
ど
、
世
界
中
で
反
グ
ロ

i
パ
リ
ゼ

l

シ
ヨ
ン
の
運
動
は
広
が
っ
て
い
く
だ
ろ

λ
ノ。

日
本
で
も
、
卑
近
な
例
を
あ
げ
れ
ば
、

世
間
で
は
「
英
語
教
育
」
が
盛
ん
に
言

わ
れ
、
大
学
で
も
や
た
ら
「
英
語
コ
ー

ス
」
が
創
ら
れ
、
新
し
い
教
員
の
募
集

に
は
「
英
語
で
授
業
が
で
き
る
こ
と
」

と
い
う
但
し
書
き
が
付
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
近
年
、

N

T

T
の
国
際
電
話
を
か
け
て
も
、
交
換
手

に
「
ど
こ
に
い
る
の
か
?
」
と
聞
け
ば
、

「
イ
ン
ド
の
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
で
す
」
と

い
う
答
え
が
返
っ
て
く
る
状
態
で
あ
る
。

イ
ン
ド
の
平
均
賃
金
は
現
在
で
も
五
万

円
を
切
っ
て
い
る
。
し
か
も
彼
女
ら
は

ネ
イ
テ
ブ
な
英
語
を
話
し
、
教
育
水
準

も
高
い
。
日
本
の
若
者
が
い
く
ら
高
い

ス
キ
ル
(
技
術
)
を
身
に
つ
け
て
も
、
周

縁
諸
国
の
安
い
労
働
力
と
の
競
争
を
激

化
さ
せ
れ
ば
、
日
本
の
若
者
の
「
ワ
ー

キ
ン
グ
・
プ
ア
」
状
態
が
改
善
さ
れ
る

と
は
思
え
な
い
。
そ
れ
よ
り
「
非
正
規

雇
用
」
を
減
ら
し
、
若
者
が
働
き
や
す

い
社
会
を
つ
く
る
の
が
、
急
務
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

昨
年
の
五
月
、
私
た
ち
は
著
者
の
吉

村
氏
に
頼
ん
で
、
大
阪
の
釜
ケ
崎
や
、

飛
田
遊
郭
を
案
内
し
て
も
ら
っ
た
。
釜
ケ

崎
の
あ
い
り
ん
労
働
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

実
態
や
、
年
金
手
帳
を
取
り
上
げ
て
い

る
高
齢
者
の
旅
館
、
飛
田
の
公
然
た
る

売
買
春
街
な
ど
を
、
実
に
手
際
よ
く
説

明
し
て
く
れ
た
。
そ
の
時
に
、
本
書
を

出
す
予
定
だ
と
聞
い
て
心
待
ち
に
し
て

い
た
が
、
や
は
り
力
作
で
あ
っ
た
。
小

さ
な
本
で
あ
る
が
、
著
者
の
二

O
年
以

上
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
凝
縮
し
た

好
著
で
あ
る
。
著
者
に
は
、
既
に
『
釜

ケ
崎
の
ス
ス
メ
』
(
洛
北
出
版
、
二

O
一

一
年
)
、
『
近
代
大
阪
の
部
落
と
寄
せ
場
』

(
大
阪
市
立
大
学
の
博
士
論
文
、
明
石
書
応
、

二
O
二
一
年
)
な
ど
の
業
績
が
あ
り
、
そ

の
成
果
が
本
書
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

ま
ず
小
さ
い
大
著
の
内
容
を
見
て
お
こ

λ
ノ。一

、
本
書
の
内
容

ま
ず
著
者
は
、
「
序
論
」
「
絵
図
に

み
る
被
差
別
民
の
世
界
を
歩
く
」
と
し

て
、
歴
史
研
究
に
お
け
る
「
絵
図
(
古
地

図
)
」
研
究
の
重
要
性
を
説
く
。
例
え
ば

「
渡
辺
村
〔
摂
津
役
人
村
〕
の
数
度
に

わ
た
る
移
転
問
題
に
つ
い
て
も
、
本
村

と
の
関
係
(
渡
辺
村
道
な
ど
)
、
大
坂
市

中
と
の
距
離
、
河
川
や
地
面
の
配
置
、

村
内
の
景
観
な
ど
は
絵
図
の
解
読
な
く

し
て
は
可
視
化
さ
れ
え
な
い
問
題
ば
か

り
で
あ
る
」
と
す
る
。

し
か
し
、
半
世
紀
前
に
某
百
貨
屈
で

「
楊
多
村
」
と
書
か
れ
た
絵
図
が
販
売

さ
れ
、
部
落
解
放
運
動
の
糾
弾
を
受
け

た
事
件
か
ら
、
絵
図
の
公
開
は
、
部
落

差
別
を
助
長
す
る
も
の
だ
と
認
識
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
所
蔵

者
が
「
隠
蔽
」
し
た
り
、
「
被
差
別
身

分
記
載
の
部
分
を
「
抹
消
」
し
た
り
す

る
と
い
う
対
応
」
が
取
ら
れ
た
が
、
幸

い
に
も
絵
図
を
利
用
し
た
差
別
事
件
と

い
う
の
は
起
こ
っ
て
い
な
い
。
む
し
ろ

近
年
の
歴
史
学
で
は
、
絵
図
研
究
が
盛

ん
に
な
り
、
「
絵
図
を
積
極
的
に
利
用

し
よ
う
と
い
う
見
解
が
多
く
出
さ
れ
て

いず
Q

」。
近
世
に
は
、
慶
長
、
正
保
、
元
禄
、

天
保
な
ど
の
国
絵
図
が
公
儀
(
幕
府
)
に

よ
っ
て
作
ら
れ
た
。
「
一
八
七

O
(明
治

三
)
年
に
は
国
絵
図
改
訂
の
通
知
が
民
部

省
か
ら
出
さ
れ
、
地
図
の
編
纂
は
内
務

省
地
理
局
へ
と
移
管
し
、
一
八
七
三
(
明

治
六
)
年
か
ら
数
年
を
か
け
て
、
全
国
一

定
方
式
に
よ
る
地
籍
図
調
査
が
お
こ
な

わ
れ
た
」
。
た
だ
本
書
で
主
と
し
て
使

わ
れ
て
い
る
の
は
、
「
版
行
絵
図
(
な
か

で
も
「
大
坂
図
」
)
」
で
あ
る
。

「
大
坂
図
」
は
、
二
ハ
五
五
(
明
暦
元
)

年
か
ら
三

0
年
間
、
京
都
の
寺
町
本
能

寺
前
や
林
吉
永
が
作
っ
て
お
り
、
一
六

八
七
(
貞
享
四
)
年
か
ら
は
、
北
を
上
に

し
作
者
名
(
絵
師
名
)
を
明
記
す
る
よ
う

に
な
る
。
そ
し
て
一
七
八
九
(
寛
政
元
)

年
か
ら
は
「
播
磨
屋
」
を
屋
号
と
す
る

版
元
が
「
大
坂
図
」
の
ほ
と
ん
ど
を
仕

切
る
よ
う
に
な
る
。

ま
た
近
年
、
「
絵
図
を
公
開
し
、
差

別
問
題
、
と
く
に
部
落
問
題
の
視
点
か
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ら
と
ら
え
返
す
作
業
は
、
こ
れ
ま
で
に

も
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
」
て
い
た
が
、

「
差
別
問
題
の
歴
史
的
研
究
は
図
像
資

料
の
利
用
な
く
し
て
は
も
は
や
成
立
し

え
な
い
」
と
こ
ろ
ま
で
き
て
い
る
と
著

者
は
断
言
す
る
。
こ
れ
は
、
「
身
分
制

一
般
や
被
差
別
の
側
面
だ
け
に
問
題
を

収
散
さ
せ
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
都

市
空
間
や
村
落
共
同
体
に
お
け
る
部
落

の
実
像
に
つ
い
て
の
究
明
」
が
必
要
に

な
っ
て
き
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
「
地

域
社
会
に
お
け
る
差
別
問
題
の
究
明
に

と
っ
て
、
絵
図
の
利
用
は
必
要
不
可
欠
」

に
な
っ
て
き
て
い
る
。

第
一
部
の
「
エ
リ
ア
編
」
「
道
頓
堀
」

で
著
者
は
、
ま
ず
宮
本
輝
の
小
説
『
道

頓
堀
川
』
の
引
用
か
ら
は
じ
め
る
が
、

著
者
の
幼
年
時
代
(
一
九
七
0
年
代
)
の

道
頓
堀
は
、
グ
場
末
d

の
雰
囲
気
の
す

る
空
間
で
あ
っ
た
。
道
頓
堀
は
、
江
戸

時
代
初
期
に
東
横
堀
川
と
木
津
川
を
東

西
に
つ
な
ぐ
た
め
に
、
成
安
(
安
井
)
道

頓
ら
四
人
が
開
削
し
た
こ
と
で
知
ら
れ

て
い
る
。
そ
こ
に
「
道
頓
堀
八
丁
」
と

し
て
、
九
左
衛
門
丁
、
吉
左
衛
門
丁
、

宗
右
衛
門
丁
、
九
郎
右
衛
門
丁
、
太
左

衛
門
丁
、
立
慶
丁
、
御
前
丁
、
湊
丁
が
、

今
で
も
こ
の
界
隈
を
代
表
す
る
地
名
と

し
て
残
っ
て
い
る
。

「
町
屋
の
形
成
と
ほ
ぼ
並
行
し
て
、

元
和
期
(
一
六
一
五

1
二
四
年
)
に
は
、

「
遊
女
」
に
よ
る
女
歌
舞
伎
が
盛
ん
に

な
る
が
」
、
寛
永
六
(
一
六
二
九
)
年
に

禁
止
さ
れ
、
若
衆
歌
舞
伎
が
と
っ
て
替

わ
り
、
そ
の
後
、
若
衆
歌
舞
伎
も
承
応

元
(
一
六
五
二
)
年
頃
か
ら
禁
止
さ
れ
、

野
郎
歌
舞
伎
と
し
て
再
興
す
る
。

歌
舞
伎
興
行
が
盛
ん
だ
っ
た
、
延
宝

(
)
元
禄
期
(
一
六
七
三
1
一七

O
四
年
)
に

か
け
て
、
道
頓
堀
の
南
側
に
芝
居
小
屋

が
建
ち
並
び
、
北
側
に
は
芝
居
茶
屋
が

軒
を
連
ね
た
。
こ
こ
で
は
「
中
の
芝
居
」

「
角
の
芝
居
」
「
大
西
の
芝
居
」
な
ど

で
大
芝
居
が
演
じ
ら
れ
た
が
、
近
代
以

降
の
「
角
座
」
「
中
座
」
「
朝
日
座
」

「
戎
座
」
「
弁
天
座
」
な
ど
の
人
気
櫓

に
引
き
継
が
れ
た
。
一
九
二

0
年
代
に

な
る
と
、
か
つ
て
の
芝
居
小
屋
が
松
竹

に
よ
っ
て
一
手
に
買
収
さ
れ
る
。
道
頓

堀
の
芝
居
小
屋
で
映
画
、
演
劇
、
歌
舞

伎
な
ど
の
幅
広
い
興
業
が
行
わ
れ
る
。

「
千
日
前
」
千
日
前
と
い
う
地
名
が
、

有
名
な
法
善
寺
(
寛
永
一
四
ご
六
三
七
〕

年
創
建
)
の
千
日
回
向
か
ら
と
ら
れ
た
こ

と
は
、
意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
。
こ

こ
に
は
、
竹
林
寺
と
い
う
「
慶
安
二
(
一

六
四
九
)
年
に
創
建
さ
れ
、
江
戸
時
代
に

「
四
カ
所
」
の
う
ち
道
頓
堀
、
天
王
寺
、

鳶
田
の
三
つ
の
「
長
吏
」
(
非
人
)
の
日
一

那
寺
に
な
っ
て
い
た
寺
院
」
も
あ
る
。

千
日
回
向
で
人
を
集
め
て
い
た
が
、
二

O
O
九
年
に
天
王
寺
区
の
勝
山
に
移
転

し
た
。
ま
た
自
安
寺
と
い
う
か
つ
て
の

刑
場
に
隣
接
し
た
寺
も
あ
る
。
絵
図
や

案
内
書
に
は
、
「
「
墓
所
」
の
ほ
か
に
、

さ
き
に
も
ふ
れ
た
「
長
吏
」
や
、
墓
所

の
管
理
を
す
る
「
三
昧
聖
」

ど
も
記
さ
れ
て
い
る
」
。

『
摂
陽
落
穂
集
』
(
一
八
O
八
年
)
に

よ
る
と
、
「
例
年
七
月
十
五
日
夜
」
、

「
七
墓
め
ぐ
り
」
と
い
っ
て
、
「
お
墓

め
ぐ
り
の
ツ
ア
ー
が
あ
っ
た
」
。
七
墓

は
近
代
に
な
る
と
市
中
か
ら
排
除
さ
れ
、

阿
倍
野
、
岩
崎
新
田
、
長
柄
へ
移
転
・

統
合
さ
れ
た
。
ち
な
み
に
一
八
七
三
(
明

治
六
)
年
に
は
太
政
官
に
よ
っ
て
火
葬
が

禁
止
さ
れ
、
隠
亡
は
収
入
の
道
を
絶
た

れ
た
。
七
五
年
に
は
、
火
葬
が
再
度
許

可
さ
れ
る
が
、
そ
の
時
に
請
け
負
っ
た

の
は
、
の
ち
に
八
弘
社
と
い
う
葬
儀
会

社
を
つ
く
る
西
津
新
右
衛
門
ら
八
人
で
、

三
昧
聖
と
は
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
人
び

と
で
あ
っ
た
。
道
頓
堀
の
三
昧
聖
は
、

六
つ
の
坊
舎
に
住
ん
で
、
そ
れ
ぞ
れ
婚

姻
関
係
や
縁
組
み
を
結
ん
で
い
た
。

一
方
、
「
長
吏
」
は
、
い
わ
ゆ
る
非

人
頭
の
こ
と
で
、
悲
田
院
(
天
王
寺
)
、

鳶
回
、
道
頓
堀
、
天
満
の
四
カ
所
の
非

人
村
(
垣
外
)
で
生
活
し
て
お
り
、
そ
の

下
に
小
頭
が
お
り
、
一
般
構
成
員
に
あ

た
る
若
キ
者
、
そ
の
配
下
の
弟
子
と
い
っ

た
序
列
が
あ
っ
た
。
仲
間
内
の
こ
と
は

「
惣
仲
間
作
法
」
を
作
っ
て
執
行
し
、

垣
外
内
の
問
題
は
高
原
会
所
で
相
談
し

た
。
彼
ら
は
警
察
業
務
を
「
御
用
」
と

し
て
行
っ
て
い
た
が
、
そ
の
「
御
用
」

を
悪
用
し
て
「
悪
ね
だ
り
」
す
る
者
も

い
た
。近

代
に
な
っ
て
、

(
隠
亡
)
な

ミ
ナ
ミ
が
歓
楽
街

に
な
っ
て
、
千
日
前
は
一
時
期
衰
退
す

る
が
、
楽
天
地
、
芦
辺
劇
場
、
千
日
倶

楽
部
な
ど
が
所
狭
し
と
軒
を
な
ら
べ
る

よ
う
に
な
る
。
一
九
二

0
年
代
初
頭
に

な
る
と
、
さ
ら
に
南
下
し
て
劇
場
街
が

形
成
さ
れ
、
弥
生
座
、
敷
島
倶
楽
部
、

南
浜
舞
場
な
ど
が
林
立
し
、
一
九
三

0

年
代
に
は
、
大
阪
劇
場
が
開
演
し
て
、

大
阪
松
竹
歌
劇
団
の
公
演
、
歌
手
や
映

画
俳
優
の
実
演
な
ど
が
自
慢
で
あ
っ
た

が
、
一
九
九
一
年
に
再
開
発
の
た
め
に

取
り
壊
さ
れ
た
。

『
日
本
橋
筋
」
日
本
橋
は
、
江
戸
時

代
の
公
儀
橋
(
幕
府
直
轄
の
橋
)
の
ひ
と

つ
で
、
紀
州
街
道
の
交
通
の
要
衝
で
あ
っ

た
。
橋
の
南
詰
は
立
慶
町
と
称
さ
れ
て
、

そ
の
社
以
南
は
長
町
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

す
べ
て
長
町
の
名
を
冠
し
て
、
新
助
町
、

甚
左
衛
門
町
、
嘉
右
衛
門
町
、
毛
皮
屋

町
、
谷
町
、
笠
屋
町
な
ど
が
あ
り
、
南

端
が
長
町
筋
茂
助
町
と
な
っ
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
町
、
が
元
禄
六
ご
六
九
三
)
年

に
は
長
町
一

i
九
丁
目
と
な
り
、
寛
政

四
(
一
七
九
二
)
年
に
は
一

1
玉
丁
目
が

日
本
橋
一

1
五
丁
目
と
改
称
さ
れ
た
。

そ
れ
以
南
の
長
町
六

1
九
丁
目
(
の
ち
に

一一一

1
五
丁
目
)
に
は
、
旅
人
宿
(
旅
寵
)
、

木
賃
宿
な
ど
が
軒
を
連
ね
、
「
江
戸
時

代
中
後
期
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
は

窮
民
や
貧
民
が
多
数
生
活
の
拠
点
と
し

た
」
。
「
か
つ
て
の
町
名
を
引
き
継
い

で
「
長
町
」
(
名
護
町
、
名
呉
町
)
と
通

称
さ
れ
、
ス
ラ
ム
と
し
て
名
を
馳
せ
た
」
。
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日
本
橋
筋
を
西
に
入
る
と
、
そ
こ
は

か
つ
て
関
谷
町
と
呼
ば
れ
て
い
た
地
域

で
あ
る
。
こ
こ
も
江
戸
時
代
か
ら
の
木

賃
宿
が
軒
を
連
ね
て
い
た
が
、
東
関
谷

町
に
は
、
「
五
階
跡
南
裏
」
な
ど
、
裏

通
り
や
路
地
に
裏
長
屋
が
密
集
し
て
い

た
。
大
阪
市
や
内
務
省
の
社
会
調
査
な

ど
で
は
、
広
田
町
と
と
も
に
た
び
た
び

登
場
し
、
明
治
時
代
の
新
聞
に
は
「
蜘

妹
巣
」
な
ど
と
榔
撤
さ
れ
て
い
る
。
東

関
谷
町
の
こ
と
を
、
「
六
道
ケ
辻
」
と

記
し
た
「
細
民
調
査
」
も
あ
る
。

日
本
橋
か
ら
南
の
紀
州
街
道
は
、
か

つ
て
「
窮
民
」
や
「
貧
民
」
と
呼
ば
れ

た
人
び
と
の
生
活
拠
点
で
あ
っ
た
。
江

戸
時
代
後
期
か
ら
た
び
た
び
取
り
締
ま

り
の
対
象
に
な
る
が
、
特
に
一
八
九
一

年
の
ス
ラ
ム
・
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
に
よ
っ

て
、
長
町
の
人
び
と
は
そ
の
周
辺
の
東

関
谷
町
、
広
田
町
、
下
寺
町
、
日
東
町

へ
と
移
住
す
る
。
「
旧
市
中
の
ス
ラ
ム
・

ク
リ
ア
ラ
ン
ス
と
そ
の
影
響
に
よ
る
周

辺
地
域
の
ス
ラ
ム
化
」
が
、
大
阪
環
状

線
の
内
側
と
外
側
で
分
節
さ
れ
た
」
の

が
、
大
阪
の
都
市
形
成
の
特
色
で
あ
る
。

「
釜
ケ
崎
」
あ
い
り
ん
労
働
福
祉
セ

ン
タ
ー
は
、
朝
の
五
時
か
ら
動
き
出
す
。

同
セ
ン
タ
ー
は
、
一
九
七

O
年
の
大
阪

万
博
の
会
場
作
り
の
日
雇
い
労
働
者
を

「
さ
ば
く
」
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
が
、
皮
肉
な
こ
と
に
完
成
し
た
の

は
、
万
博
が
終
了
し
た
一

O
月
で
あ
っ

た
。
し
か
も
セ
ン
タ
ー
の
設
計
図
に
は
、

今
の
よ
う
な
シ
ャ
ッ
タ
ー
も
な
け
れ
ば
、

監
視
カ
メ
ラ
も
載
っ
て
い
な
か
っ
た
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
に
は
、
あ
い
り
ん
労

働
公
共
職
業
安
定
所
が
お
か
れ
て
い
る

が
、
同
所
は
普
通
の
ハ
ロ

l
ワ
l
ク
の

よ
う
に
仕
事
を
「
紹
介
」
し
な
い
。
こ

こ
で
は
最
高
一
日
七
五

O
O
円
の
「
失

業
(
ア
ブ
レ
)
手
当
」
の
支
給
を
す
る
だ

け
で
あ
る
。
仕
事
の
「
斡
旋
」
は
、
同

セ
ン
タ
ー
の
「
(
公
財
)
西
成
労
働
福
祉

セ
ン
タ
ー
」
が
や
っ
て
い
る
。
こ
こ
は
、

一
九
六
一
年
八
月
の
起
こ
っ
た
い
わ
ゆ

る
「
釜
ケ
崎
暴
動
」
(
「
異
議
申
し
立
て
」
)

の
翌
月
か
ら
開
設
さ
れ
た
。

そ
も
そ
も
釜
ケ
崎
は
、
一
九

0
0
年

代
初
頭
は
、
「
職
工
」
と
呼
ば
れ
る
工

場
労
働
者
の
街
で
あ
っ
た
。
特
に
「
電

光
社
(
舎
)
」
と
よ
ば
れ
る
マ
ッ
チ
工
場

が
建
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
大
阪
市
内

の
ス
ラ
ム
・
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
が
本
格
化

す
る
と
、
木
賃
宿
と
し
て
の
営
業
許
可

を
取
っ
て
い
た
釜
ケ
崎
に
、
多
く
の
日

雇
い
労
働
者
が
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
し
て
大
阪
毎
日
新
聞
の
記
者
村
島
帰

之
ら
は
、
「
飛
田
界
隈
は
不
具
者
と
乞

可
と
盗
人
と
怠
け
者
の
巣
窟
で
あ
る
」

(
『
ド
ン
底
生
活
』
一
九
一
七
年
)
と
言
い

放
ち
、
「
貧
民
」
「
細
民
」
と
い
う

「
社
会
の
眼
差
」
が
、
一
九
二

0
年
代

の
大
大
阪
の
「
市
民
社
会
」
の
形
成
の

な
か
で
生
ま
れ
て
き
た
。

「
新
世
界
・
飛
田
」
一
九

O
三
(
明
治

三
六
)
年
に
、
天
王
寺
一
帯
で
開
催
さ
れ

た
第
五
囲
内
国
勧
業
博
覧
会
は
、
実
に

五
三

O
万
人
も
の
人
出
が
あ
っ
た
。
こ

の
博
覧
会
に
は
、
海
外
植
民
地
で
あ
る

台
湾
も
参
加
さ
せ
、
台
湾
、
ア
イ
ヌ
、

沖
縄
な
ど
の
人
び
と
を
「
展
示
」
す
る

「
人
類
館
事
件
」
も
起
こ
し
て
い
る
。

そ
の
跡
地
に
、
「
ル
ナ
パ

l
ク
」
が
開

園
し
、
通
天
閣
が
建
て
ら
れ
た
の
は
、

一
九
一
二
(
大
正
元
)
年
で
あ
っ
た
。
現

在
の
通
天
閣
は
、
戦
時
下
の
鉄
の
供
給

で
解
体
さ
れ
た
後
、
地
域
の
熱
い
要
望

で
一
九
五
六
年
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。一

九
二
五
(
大
正
一
四
)
年
に
大
阪
市

は
、
一
八
九
七
(
明
治
三
O
)
年
に
続
く

第
二
次
市
域
拡
張
を
行
っ
た
。
そ
の
結

果
、
か
大
大
阪
H

(

人
日
=
二
万
人
)

と
な
っ
た
大
阪
市
は
、
大
阪
毎
日
新
聞

社
の
主
催
す
る
「
大
大
阪
記
念
博
覧
会
」

を
天
王
寺
公
園
と
大
阪
城
で
開
催
し
た
。

入
場
者
数
は
約
一
八
九
万
人
を
数
え
た
。

し
か
し
、
天
王
寺
公
園
の
北
側
に
は
、

ス
ラ
ム
が
ひ
ろ
が
っ
て
お
り
、
特
に
日

本
橋
筋
の
界
隈
に
は
、
通
称
「
八
十
軒

長
屋
」
の
ほ
か
長
屋
が
軒
を
連
ね
て
い

た
。
一
九
二
七
年
に
不
良
住
宅
地
区
改

良
法
が
施
行
さ
れ
、
大
阪
市
は
ク
リ
ア

ラ
ン
ス
を
行
っ
た
。
地
域
の
共
同
体
関

係
も
破
壊
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
通
天
閣
の
一
帯
は
、
「
新
世
界
」

の
名
称
で
全
国
に
名
を
馳
せ
て
い
る
が
、

そ
の
一
角
は
南
陽
通
商
庖
街
(
ジ
ヤ
ン
ジ
ヤ

ン
横
丁
)
で
、
西
成
区
の
「
飛
田
新
地

(
遊
廓
)
」
に
通
じ
る
繁
華
街
と
し
て
、

大
手
の
大
阪
土
地
建
物
会
社
に
よ
っ
て

開
発
さ
れ
た
。

飛
田
新
地
は
、
近
代
に
な
っ
て
開
業

し
た
松
島
遊
廓
と
な
ら
ん
で
「
二
大
本

廓
」
と
呼
ば
れ
た
「
事
実
上
の
遊
廓
」

で
、
一
九
一
八
年
に
「
貸
座
敷
」
と
し

て
開
業
し
た
。
当
時
、
買
売
春
を
め
ぐ
っ

て
は
、
基
督
教
婦
人
矯
風
会
の
流
れ
を

組
ん
だ
飛
田
遊
廓
反
対
同
盟
会
と
、
開

発
を
す
す
め
る
大
阪
土
地
建
物
会
社
と

の
激
し
い
対
立
は
あ
っ
た
が
、
大
阪
府

は
こ
の
時
と
ば
か
り
に
。
新
世
界
の

「
私
娼
」
を
取
り
締
ま
り
、
飛
田
に

「
公
娼
」
を
設
置
し
た
。

「
百
済
・
平
野
」
古
代
の
百
済
滅
亡

の
「
渡
来
人
」
伝
説
の
あ
る
百
済
駅
か

ら
竜
田
越
奈
良
街
道
に
沿
っ
て
進
む
と
、

平
野
郷
町
に
出
る
。
か
つ
て
は
環
濠
集

落
で
あ
り
、
平
野
部
落
も
あ
る
。
平
野

部
落
は
、
寛
文
九
(
一
六
六
九
)
年
の
史

料
に
「
川
原
者
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、

杭
全
神
社
の
大
祭
で
神
輿
の
「
さ
き
ば

ら
い
」
な
ど
の
清
掃
を
し
て
い
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
。
部
落
の
生
業
は
、

「
皮
革
」
「
雪
駄
」
な
ど
で
あ
っ
た
が
、

明
治
以
降
に
は
石
鹸
工
場
や
精
麦
工
場

な
ど
が
で
き
て
働
い
て
い
た
が
、
平
野

紡
績
工
場
で
は
雇
わ
れ
な
か
っ
た
。

『
北
浜
・
太
融
寺
」
こ
こ
は
大
阪
の

自
由
民
権
運
動
の
遺
跡
が
多
い
。
一
八

八
二
(
明
治
一
五
)
年
七
月
、
西
浜
部
落

の
豪
商
山
下
茂
十
郎
は
自
由
党
を
結
成
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す
る
。
続
い
て
九
月
に
、
近
畿
平
権
興

道
社
が
結
成
さ
れ
、
士
族
茂
中
達
之
ら

に
よ
っ
て
平
権
党
も
作
ら
れ
る
。
こ
の

党
は
「
博
徒
」
が
「
過
半
」
を
占
め
て

い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

同
年
九
月
、
松
木
正
守
ら
に
よ
っ
て
、

大
阪
自
由
党
が
結
成
さ
れ
、
八
七
年
ま

で
、
計
八
回
の
自
由
平
権
懇
親
会
が
開

催
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
「
新
平
民
」

か
ら
「
車
夫
」
ま
で
組
織
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
中
心
は
、
「
社
会
的
地

位
の
向
上
」
を
望
む
豪
農
・
豪
商
で
あ
っ

た。
民
権
運
動
の
中
心
と
な
る
新
聞
も
、

一
八
七
五
(
明
治
八
)
年
に
東
区
安
堂
寺

町
(
現
中
央
区
平
野
町
)
で
『
大
阪
日
報
』

が
刊
行
さ
れ
る
。
同
紙
に
小
室
信
介
や

古
沢
滋
ら
が
参
加
し
、
八
一
年
か
ら
は

中
島
信
行
を
社
長
と
し
て
『
日
本
立
憲

政
党
新
聞
』
と
な
る
。
民
権
運
動
に
は

豪
商
た
ち
も
手
を
貸
し
、
七
八
年
の
愛

国
社
再
興
第
一
回
大
会
は
、
鴻
池
駒
次

郎
の
別
邸
で
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
大

阪
で
最
も
古
い
愛
珠
幼
稚
園
は
、
三
井

糸
庖
出
身
の
市
会
議
員
豊
田
文
三
と
、

民
権
家
た
ち
に
よ
っ
て
作
ら
れ
(
一
八
八

0
年
開
園
)
、
そ
れ
を
支
え
た
の
が
船
場

の
商
人
た
ち
で
あ
っ
た
。

そ
の
北
浜
か
ら
中
之
島
を
経
由
し
て

北
に
向
か
う
と
、
太
融
寺
が
あ
る
。
こ

こ
で
一
八
八

O
(明
治
二
二
)
年
、
二
府

二
二
県
の
代
表
一
一
四
人
が
集
ま
っ
て
、

国
会
期
成
同
盟
の
結
成
大
会
が
行
わ
れ

た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。

「
天
神
橋
筋
」
天
満
に
は
、
大
坂
町

奉
行
所
の
役
人
の
屋
敷
が
あ
っ
た
。
同

心
た
ち
の
業
務
は
多
忙
で
、
そ
の
手
下

に
は
、
「
垣
外
」
の
「
非
人
」
が
抱
え

ら
れ
て
い
た
。
そ
の
ひ
と
つ
に
「
天
満

垣
外
」
が
あ
っ
て
、
与
力
町
・
同
心
の

北
側
に
あ
っ
た
。
天
満
垣
外
は
、
西
成

郡
川
崎
村
の
管
轄
下
に
あ
っ
て
、
一
八

七
二
(
明
治
玉
)
年
に
競
売
に
あ
い
、
落

札
さ
れ
て
大
川
沿
い
に
あ
っ
た
青
物
市

場
が
移
転
し
て
き
た
。
現
在
は
天
満
市

場
の
新
し
い
ピ
ル
が
建
っ
て
い
る
。

ま
た
天
六
近
在
は
本
庄
・
長
柄
の
ス

ラ
ム
街
や
木
賃
宿
(
簡
易
宿
)
街
が
あ
り
、

大
阪
市
の
社
会
福
祉
事
業
の
拠
点
と
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
米
騒
動
の
後
、

大
阪
府
は
方
面
委
員
制
度
を
、
大
阪
市

は
市
民
館
な
ど
を
創
設
し
た
。
市
民
館

で
は
、
法
律
、
金
融
、
生
業
な
ど
の
相

談
に
応
じ
て
い
る
。

『
舟
場
・
北
野
」
大
阪
も
小
学
校
の

統
廃
合
が
進
ん
で
い
る
が
、
北
野
で
は

戦
前
か
ら
在
日
朝
鮮
人
の
夜
間
学
級
が

聞
か
れ
て
い
た
、
済
美
第
五
尋
常
高
等

学
校
が
有
名
で
あ
る
。
こ
の
地
域
は
、

方
面
委
員
制
度
の
発
祥
の
地
で
あ
り
、

済
生
会
病
院
の
最
初
で
あ
る
本
庄
診
療

所
が
、
一
九
一
四
年
に
開
設
し
た
。
済

生
会
医
療
は
、
方
面
委
員
な
ど
を
通
じ

て
、
施
療
を
必
要
と
す
る
人
び
と
に

「
治
療
券
」
を
公
布
し
て
、
貧
富
に
か

か
わ
ら
ず
治
療
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

『
中
津
」
中
津
で
有
名
な
の
は
、

「
淀
川
改
良
」
の
治
水
事
業
で
あ
る
。

一
九
世
紀
の
末
に
九

O
九
万
円
を
か
け

て
行
わ
れ
た
大
工
事
で
あ
る
。
新
淀
川

の
改
修
工
事
に
よ
っ
て
、
中
津
村
で
は

七
割
以
上
の
住
民
が
移
住
し
た
。
こ
こ

で
は
、
部
落
の
移
転
も
行
わ
れ
、
後
の

奈
良
県
の
洞
村
移
転
の
モ
デ
ル
と
さ
れ

た。

「
京
橋
・
大
阪
城
公
園
」
一
九
四
五

年
八
月
一
四
日
の
大
阪
大
空
襲
で
壊
滅

し
た
大
阪
砲
兵
工
廠
跡
地
に
は
、
鉄
の

ス
ク
ラ
ッ
プ
を
持
ち
出
す
、
マ
ス
コ
ミ

か
ら
「
ア
パ
ッ
チ
族
」
と
呼
ば
れ
た
人

び
と
の
集
落
が
あ
っ
た
。
大
阪
城
に
軍

需
施
設
が
集
ま
っ
た
の
は
、
日
清
戦
争

を
境
と
し
て
で
あ
り
、
衛
成
病
院
(
陸
軍

病
院
)
、
鞘
重
兵
営
、
陸
軍
地
方
幼
年
学

校
な
ど
が
あ
い
つ
い
で
建
設
さ
れ
た
。

現
在
の
大
阪
城
公
園
に
は
、
「
大
阪

城
内
の
「
友
の
会
」
」
と
い
う
ホ

l
ム

レ
ス
の
自
主
組
織
が
あ
る
。
著
書
は
、

大
阪
市
が
全
国
で
飛
び
抜
け
て
生
活
保

護
率
が
高
い
こ
と
が
喧
伝
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
「
大
阪
は
歴
史
的
に
も
現

状
と
し
て
も
社
会
福
祉
の
最
先
端
を
い

く
都
市
」
だ
と
締
め
く
く
っ
て
い
る
。

著
者
の
該
博
な
知
識
の
一
部
し
か
紹

介
で
き
な
か
っ
た
が
、
実
に
豊
富
な
話

を
書
い
て
い
る
の
で
、
是
非
、
本
書
を

一
読
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
他
に
も
、

「
な
に
わ
人
物
伝
」
と
し
て
、
久
保
田

権
四
郎
、
鳥
井
信
治
郎
、
高
倉
藤
平
、

石
井
十
次
、
沼
田
嘉
一
郎
、
新
団
長
次

郎
ら
を
、
社
会
事
業
の
側
面
か
ら
紹
介

し
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
食
肉
文
化
と

屠
場
」
「
有
隣
小
学
校
と
徳
風
小
学
校
」

「
四
カ
所
と
七
墓
」
「
皮
革
業
と
銀
行
」

「
な
に
わ
の
塔
物
語
」
と
い
っ
た
「
ト

ピ
ッ
ク
ス
編
」
が
あ
り
、
最
後
に
補
論

と
し
て
「
H

大
大
阪
d

と
被
差
別
民
」

が
つ
い
て
い
る
。

二
本
書
の
論
点

す
べ
て
の
問
題
に
触
れ
る
紙
幅
も
力

量
も
な
い
の
で
、
絵
図
と
著
者
の
近
代

「
被
差
別
民
」
論
に
つ
い
て
だ
け
感
想

を
書
き
た
い
。
絵
図
と
「
近
代
的
」
地

図
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
前
か
ら
気
に

な
っ
て
い
た
点
で
、
絵
図
に
は
「
械
多
」

「
隠
亡
」
な
ど
の
身
分
標
識
が
書
か
れ

て
い
る
。
丹
後
の
絵
図
に
は
、
「
鉢
」

と
い
う
中
世
の
系
譜
を
引
く
「
雑
賎
民
」

の
記
載
が
貼
り
付
け
て
あ
る
も
の
も
あ

る
(
拙
著
『
近
代
日
本
の
差
別
と
村
落
』
雄

山
閣
、
一
九
九
三
年
、
四
三
頁
)
。

本
来
近
代
的
な
地
図
の
う
え
に
は
、

身
分
呼
称
は
残
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。

日
本
で
は
、
周
知
の
よ
う
に
寛
政
二
一

(
一
八
O
O
)
年
か
ら
文
化
二
二
(
一
八

二
ハ
)
年
に
か
け
て
伊
能
忠
敬
が
作
っ
た

「
大
日
本
沿
海
輿
地
全
図
」
が
あ
り
、

一
八
七
七
年
に
出
さ
れ
た
文
部
省
の

「
日
本
全
図
」
か
ら
八
四
年
に
陸
軍
参

謀
本
部
測
量
部
が
作
成
し
た
「
輯
製
二

O
万
分
の
一
図
」
ま
で
、
す
べ
て
伊
能
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の
大
図
、
小
図
が
基
に
な
っ
て
い
る
。

著
者
の
言
っ
て
い
る
地
租
改
正
の
時
の

「
地
籍
図
」
は
、
耕
宅
地
の
測
量
を
行
っ

た
も
の
で
、
地
域
の
全
体
を
知
る
も
の

で
は
な
い
。
し
か
も
地
租
改
正
で
は
、

三
角
測
量
法
は
使
わ
れ
て
お
ら
ず
、
三

角
測
量
に
よ
る
日
本
地
図
が
完
成
す
る

の
は
、
一
九
一
三
年
で
あ
る
(
織
田
武
雄

『
地
図
の
歴
史
日
本
篇
』
講
談
社
、
一
九

七
四
年
、
他
)
。
こ
れ
は
近
代
地
図
の
登

場
が
遅
い
と
見
る
の
か
、
伊
能
図
の
レ

ベ
ル
が
高
か
っ
た
と
見
る
の
か
、
評
価

の
分
か
れ
る
所
で
あ
る
。
地
図
の
歴
史

的
評
価
は
あ
る
に
せ
よ
、
絵
図
の
身
分

表
記
に
つ
い
て
は
、
い
つ
ま
で
続
く
の

か
な
ど
興
味
深
い
問
題
が
あ
る
。

著
者
は
、
補
論
「
H

大
大
阪
μ

と
被

差
別
民
」
の
な
か
で
、
実
に
興
味
深
い

「
被
差
別
民
」
論
を
展
開
し
て
い
る
。

大
阪
三
郷
(
天
満
組
・
北
組
・
南
組
)
と

称
さ
れ
た
時
代
か
ら
、
武
士
ら
が
居
住

す
る
天
満
、
寺
院
が
集
住
す
る
上
町
、

表
盾
・
裏
庖
を
仕
切
る
船
場
・
西
船
場
・

島
之
内
・
堀
江
と
い
っ
た
中
心
地
域
の

周
縁
に
被
差
別
民
が
居
住
し
て
い
た
。

積
多
、
非
人
、
隠
亡
な
ど
は
、
身
分
ご

と
に
三
郷
の
接
続
村
に
組
み
込
ま
れ
、

市
中
(
オ
ー
ル
ド
シ
テ
ィ
)
が
形
成
さ
れ

て
い
た
。

近
世
の
オ
ー
ル
ド
シ
テ
ィ
が
身
分
制

の
解
体
に
よ
っ
て
、
近
代
都
市
へ
と
変

貌
す
る
過
程
で
、
周
縁
部
に
イ
ン
ナ

l

シ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
る
。
そ
の
主
な
も

の
は
、
墓
場
、
塵
芥
処
理
場
、
屠
場
、

避
病
院
や
監
獄
な
ど
の
隔
離
・
収
容
施

設
、
遊
廓
・
貸
座
敷
な
ど
の
遊
興
施
設

で
あ
り
、
旧
市
中
の
外
縁
部
に
布
置
さ

れ
て
い
っ
た
。
近
代
市
民
社
会
で
は
必

要
不
可
欠
と
し
な
が
ら
「
賎
視
の
対
象
」

と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
一
九
一
九
年

の
「
都
市
計
画
法
」
の
施
行
前
か
ら
移

転
・
統
廃
合
の
対
象
と
な
っ
た
。
こ
こ

に
は
、
「
身
分
制
社
会
に
お
け
る
都
市

の
周
縁
化
の
系
譜
を
継
承
し
つ
つ
、
排

除
と
包
摂
の
帰
結
と
し
て
」
、
被
差
別

部
落
・
寄
せ
場
・
ス
ラ
ム
に
近
接
す
る

か
、
あ
る
い
は
内
部
に
重
層
的
に
組
み

込
ま
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
イ
ン
ナ

l
リ

ン
グ
の
延
長
線
上
に
一
九
二
五
年
の
第

二
次
市
域
編
入
が
行
わ
れ
、
グ
大
大
阪

d

の
「
も
う
ひ
と
つ
の
顔
」
と
し
て
、

差
別
が
刻
印
さ
れ
る
。

そ
の
具
体
例
と
し
て
、
デ
ィ

l
プ
・

サ
ウ
ス
(
深
淵
な
る
南
部
)
と
い
わ
れ
る

釜
ケ
崎
の
日
雇
い
労
働
者
、
西
浜
・
西

成
の
皮
革
業
、
ア
ト
ラ
ク
テ
ィ
ブ
・
ノ
l

ス
(
魅
力
的
な
北
)
と
い
わ
れ
る
長
柄
・

本
庄
の
簡
易
宿
街
、
舟
場
の
履
物
修
繕

業
な
ど
が
、
紹
介
さ
れ
る
。

そ
し
て
最
後
に
、
小
河
滋
次
郎
が
一

九
一
三
年
に
結
成
し
た
救
済
事
業
研
究

会
が
紹
介
さ
れ
る
。
特
に
著
者
は
大
阪

の
市
民
館
、
方
面
委
員
制
度
、
私
立
夜

間
学
校
、
済
生
会
、
改
良
住
宅
な
ど
の

都
市
公
共
事
業
の
先
駆
性
を
強
調
す
る
。

こ
れ
は
、
こ
う
し
た
都
市
の
公
共
性
を

切
り
捨
て
る
、
今
日
の
橋
下
市
政
な
ど

の
「
新
自
由
主
義
」
政
策
へ
の
著
者
の

批
判
と
読
む
の
は
、
私
の
思
い
込
み
過

剰
で
あ
ろ
う
か
。

本
書
は
、
最
初
に
書
い
た
よ
う
に
、

一
般
向
け
の
ガ
イ
ド
・
ブ
ッ
ク
と
し
て

書
か
れ
た
も
の
と
し
て
は
、
実
に
良
心

的
で
良
質
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
理

論
的
な
批
判
を
加
え
る
の
は
、
野
暮
で

あ
る
こ
と
を
知
り
つ
つ
、
評
者
の
責
任

か
ら
二
、
三
の
注
文
を
つ
け
て
お
く
こ

と
に
す
る
。

長
年
京
都
の
研
究
を
し
て
き
た
私
か

ら
見
る
と
、
大
阪
は
飛
田
な
ど
の
遊
廓

で
も
、
圧
倒
的
に
近
代
社
会
が
創
っ
た

も
の
が
多
い
。
飛
田
な
ど
は
、
近
代
遊

廓
と
言
っ
て
も
い
い
も
の
で
、
京
都
の

島
原
や
祇
固
な
ど
と
は
大
き
く
異
な
る
。

こ
の
伝
統
的
遊
廓
と
近
代
遊
廓
の
断
絶

の
問
題
は
、
も
っ
と
考
え
ら
れ
て
も
い

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
も
近

世
で
も
、
糠
多
、
非
人
、
遊
廓
、
役
者

街
な
ど
「
悪
所
」
の
周
縁
化
は
あ
り
、

こ
れ
と
近
代
の
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
が
、
ど

う
繋
が
り
、
繋
が
ら
な
い
の
か
、
も
う

少
し
知
り
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
れ
は
釜
ケ
崎
な
ど
の
ス
ラ
ム
街
に

も
言
え
る
こ
と
で
、
近
代
的
労
働
者
の

街
か
ら
日
雇
い
労
働
者
の
街
に
変
わ
る

の
は
、
日
清
戦
後
か
ら
の
人
の
移
動
の

問
題
が
あ
り
、
周
辺
農
村
か
ら
の
労
働

力
の
移
動
と
い
う
前
提
が
あ
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
周
辺
の
農
村
の
解

体
と
大
大
阪
の
膨
張
と
い
う
問
題
も
、

視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
労
働
力
の
移
動
と
い
う
問
題
を

考
え
る
時
に
は
、
著
者
の
関
心
が
、
部

落
問
題
か
ら
来
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、

「
オ
ー
ル
ド
カ
マ

l
」
や
「
ニ
ュ

l
カ

マ
i
」
で
あ
る
沖
縄
や
朝
鮮
人
、
中
国

人
、
台
湾
人
な
ど
の
問
題
が
入
ら
な
い

の
は
残
念
で
あ
る
。
著
者
は
、
最
初
か

ら
「
独
自
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
が
あ
る

生
野
区
な
ど
を
避
け
る
と
書
い
て
い
る

が
、
国
内
外
の
植
民
地
か
ら
の
人
の
移

動
の
問
題
は
、
大
大
阪
だ
け
で
な
く
、

近
現
代
都
市
論
や
「
差
別
の
重
層
性
」

を
考
え
る
時
、
避
け
ら
れ
な
い
問
題
だ

と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
は
、
今
ま
で
の

「
部
落
史
」
研
究
の
問
題
点
で
あ
る
と

も
考
え
て
い
る
。

最
後
の
「
公
共
性
」
の
評
価
も
、
方

面
委
員
な
ど
の
先
駆
性
は
わ
か
る
が
、

こ
れ
が
支
配
の
道
具
と
し
て
機
能
し
た

こ
と
は
、
著
者
は
十
分
知
っ
て
い
る
は

ず
で
あ
る
。
こ
の
小
著
に
書
き
込
む
の

は
難
し
い
だ
ろ
う
が
、
「
公
共
性
」
の

機
能
を
手
放
し
で
評
価
で
き
な
い
こ
と

も
附
言
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

小
さ
な
大
作
に
、
勝
手
な
注
文
を
つ

け
た
が
、
今
後
、
著
者
に
教
え
て
も
ら

い
な
が
ら
、
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い

問
題
で
も
あ
る
。
妄
言
多
謝
。

(
解
放
出
版
社
、
二

O
二
ニ
年
一

日
、
一
三
O
O
円
+
税
)

月

五
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